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114.室蘭市の都市景観における建築物の外壁の色彩lこ関する研究
AS仙台 onColors of External Wall of B叫ldingsin TownscapEi of Muroran City 
堤弁雅章ぺ大坂谷吉行紳
Masaaki Sakai and Yoshiyuki Osakaya 
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-建築物の外壁の色彩r色彩分布，環境色彩，都市景観
1研究の背景と目的
まちには色彩があふれでいるが、問題のある配色が少
なくない。景観を混乱させている、騒がしいと感じる色
(騒色)が、まちには多く存在している。
1 兵庫県は都市景観に色彩指導基準 1)を設けている。藤
沢市は江の島特別景観形成地区の環境色彩Hを定めてい
持。野村ほか3)の指摘のように、景観条例や都市景観基
本計画で色彩基準を定める地方自治体が増えている。尾
崎ほか引は、東京都紅東区の色彩計画の特徴や課題を分
析している。また、環境色彩デザインは歴史が浅く、環境
条件や視認距離等の問題から有効な手法が確立されてな
い5)。都市景観における色彩に関する既往研究事例は少
なく、今後、地区(工業地区、商業地区、住宅地区等の
区分または、個々の工業団地、商庖街、住宅団地等の区
分)別の景観や街路景観における色彩に闘す石研究の蓄
積が必要とされる。従って、各地区の色彩ゐ問題点を明
らかにし、地域色(地区の個性的景観を特徴づける色と
定義する)を見い出し、それを中心とした色彩計画に基
づいて、具体的な景観形成を誘導していく必要がある。
本研究は「室蘭市都市景観形成基本計画J6)と「中島中
央通まちづくり協定」刊を踏まえて、建築物の外壁の色彩
を調査、分析レた。本研究の目的は以下の3点である。 l
・室蘭市4の都市景観における色彩の現状を把握し、問
題点を明らかにする。
室蘭市内における地域色必存在の有無など、地区の
!色彩の特徴を把揮する。
室蘭市において、具体的な景観形成を進めるために
い色彩計画実現の課題と今後の展望をまとめる。
また、今後の環境色彩の調査ニーズ増大に伴い、専門外
の入が調査する機会が増えることを考慮し、色彩調査に
は携帯用自動測色機を使用した。
2室蘭市における都市景観の取り組み
(1)室蘭市都市景観形成基本計画
1997年3月に完成した「室蘭市都市景観形成基本計画」
は、景観類型を定義し(図ー1)、景観類型別の景観形成指
針(ガイドライン)をまとめ、事業に反映できるように配
慮している。景観類型の中で、建築物の色彩に言及してい
るのは住宅・商業・工業地区景観である。このガイドライ
ンは積極的に色彩デ吠インを行うとめのものではなく、
騒色を取り除く程度のネガテイプチェッヲとしての性格
iが強い(表ー1)。また、このガ千ドラインでは工業地区に
関する項目が少ない。
( 2)中島中決通まちづく Jり協定?
中島地区は他地区よ廿一歩踏み込んだ色彩計画に取り
組んでいる。1998年 l月、中島中央商庖街掻輿組合は、「中
島中央通(1期工事区間)まちづくり協定」を施行した。
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対象区域は、中島中央通整備事業1期工事区間の中島中
央通に面する敷地である。まちづくり協定は、街路拡幅事
業に伴ってセットパックする建築物に適用され高。この
協定には緩いながらも色彩の基準があり、一定の評価を
できるが、さらに検討を加える余地がある(表 2 )。
3 住宅地区景観と商業地区景観の色彩
(1)調査方法
調査地区!主、室蘭市φ行政区分の9地区(祝津・中央・母
恋・輪西・東・中島・高砂・本輸西・白鳥台)の工業地区景観
を除いて、住宅地区景観と商業地区景観から選定した。
住宅地図から各地区の工業地区景観を除いた建築物の棟
数を求め、調査地点として各地区の棟数に比例させた総
'"2で約 80%となり、彩度が高くなるにうれて割合は低
くなっている(図-6)。地域別に見ても大きな差異は見
られないが、中央・本輪西地区では低彩度 (0~ 2)の割
合が相対的に高く、逆に輪西・東地区は低彩度の割合が相
対的に低い。祝津地区は彩度Oの割合が最も高い。
色相分布の割合を見ると、黄赤(YR)系から黄(Y)系がピ
ークで、青(B)系でもう一度低いピークがあり、紫(P)系か
ら赤紫(RP)系はほとんどないことが分かる(図ー7)。中
央・東・中島地区では、黄赤(YR)系が黄(Y)系よりも割合が
高くなっている。母恋・高砂・本輪西地区では、黄赤(YR)
系から黄(Y)系の割合が低く、黄緑(GY)系や青(B)系の割
合が少し高くなっている。
計 169箇所(総数 845棟)を選定した(図--，-2 )。謂査地点 表ー2 まちづくり協定の色彩に関係する項目
に立ち、そこから大きな視野を占める建築物上位5棟に
ついて外壁色を調べた。この調査地点選定l立、住宅・商業
地区景観の景観類型別の集計を兼ねており、169箇所中、
住宅地区景観として 117箇所、商業地区景観として 42箇
所を選定した。 1棟で数色使われている場合は、その面積
に応じて BC/SBC/AC(ベースカラー/サプベースカラー/
アクセントカラー)に分類bた。測色には測色したデータ
をマンセル値川で表示する担g色機(ミ j ルタ・カラーリ
ーダ-CR，ll)を使用した。マンセル値を調査票に記録し、
色相・明度・彩度との相関関係を示す分布図を作成した。
測定は午前日時から午後3時までの簡に行ったa
(2 )結果と分析
どの地区も明度 5~ 9/彩度 1~3 の賛赤 (YR)系から
黄(y)系に集中して分布しており、その他は地区により多
少ぱらつきがある。祝津地区では赤(K)系の低彩度が全く
検出されなく(図 3 )i中島地区などでは明度4の赤(R)
系から黄赤 (YR)系がまとまって分布している(図~4')。
高砂地区では彩度 1の青緑(BG)系から育(B)系が比較的
まとまって分布している(図 5 )。
彩度分布の割合を見ると、彩度 O~l で 60%、彩度。
拡目Aは間接的に色帯に関障があることを示す.
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建物
-外壁などに使用する棄材は、耐久性や材質感があり、時の経過と共に
風格を増すような素材を基調とする.(石・タイル・木など)
-外壁の主要な部分を占める色彩は、暖か暁があり明るさや落ち着きが
感じられる色を基調とする.
色相 IORPから5GYまで
明度彩皮 Vp， P， Lgr， L(ベy-ベー ル・ベー ル
ライトグレイッシュ・ライトの4トー ン)
隣倍する建物との色調の差を少な〈するように努める.
看板
-突出L看板の棄材・形態は自由とする.
".抽看板は告物建物は建デ物ザイデザンイとの調和に配慮する.
-壁面広告噛 ンや外壁の色彩との調和に配慮する.
-屋上広告物の基調となる色彩は、できるだけ外壁に合わせ、建物とー
体的にデザインする.
維持管理
-中島中央通に面する建物の外壁及び外壁に付属する施設については、
常・破に領美等観はを速保やつかよにう補努修めをる行.う.
-中島中央通からの景よ観り、に常配に慮美し観、常を保に美つ観よを保つよう努める.
日ー常的な情掃等に う努める.
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住宅・商業地区景観別の彩度分布・色中自分布の割合には
あまり違いが見られない(図-6，図ー 7)。商業地区景観
は住宅地区景観よりも赤味が多い。これらの結果から、地
域色を見い出すことは難しく、更に狭い範囲で地域色lを
探すとともに新たな地域色lを検討すべきである。
4 工業地区崇観の色彩
(1)調査方法
図-2に示した調査地区(7地区)において、主要な
建築物及ぴそれに類する建造物 (651，棟)について外壁
色(外装色)を調代た。 1棟で数色使われている場合は、そ
の面積に応じでBC/SBCに分類した。
(2 )結果と分析 I
どの地区も黄赤(YR)系から黄(y)系が多く見られ、日本
製鋼所(と周辺地区)では明度6-8/彩度1'-，2の青緑
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図-3 祝津地区の外壁の色彩分布図
彰度
14 
13 
12 
11 
10 
g 
8 
7 
e 
5 
4 
a 
2 
!明度1圧5R丘町S 
9 
8 
? ?
5Y 5GY 5G 5BG 56 5PB 5P 5RP 
7 
6 
5 
41 rr宮駅
31 I I I 
"11 rl r-rlll 111.11 I11 11 11-1-111-1 11111 11 111"1 1112 
11111111111111111111111111111111111111111 J 1 
~ _ o _ ~ ~ a ~ ~ ~色相 N
図-4 中島地区の外壁の色彩分布図
彩度
14 
13 
12 
11 
10 
9 
8 
7 
e 
5 
4 
3 
2 
1 一明度 5R 5YR.' 5Y 5GY_ 5G 5BG 臼 5PB ，5P 5RP 
9 
8 
7 
6 
5 
4 
3 
2 
圏
??
5R SYR SY 5GY 5G 5BG 58 5Ps 
?
?? ?
???
??
図-5 高砂地区の外壁の色彩分布図
貌'*泊区
部時1・
伺~~区日出山
総冒地区日正己記
.~区日正出1
.，‘勉区日正山i
高砂地区民主主主“
本舗百地区日町民i
f!! 
市 l
一沼田
11.0蝿i
自.省地区
住宅治区最視
測調E舗区最餌
防災S+S8Cl<3+ACとして計算した.
図-6 地区別の彩度分布の割合(%)
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基準を設定している。新日本製鉄は壁に関しては2色
(7.5YR 8/2、2.5G8/2) I引を具体的な数値で示している。
日本石油ではホワ4ト・シルパナ・グリー:ン系統の柔らか
い色から周囲の状況に合わせて選択することになってい
る。実際にこれらの色は存在したが、新日本製鉄などでは
さびや汚れ、退色などで色相が黄色寄りになっている場
合が多かった。イタンキ工業団地や香川工業団地は 10前
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(BG)系から青紫(PB)系、新日本製鉄では明度6-8/彩
度1-3の黄緑(GY)系から緑(G)系、日本石油では明度7
-8/彩度1-3の黄緑(GY)系から青緑(BG)系にまとま
った分布が見られる(図一札図--.;9，図ー 10)。
彩度の割合を見ると、地区ごとでばらつきがあるが、彩
度2までで 8-9割となり、彩度が高くなるにつれて割
合は低くなることが分か昂(図ー1).: 
色相の割合を見ると、黄赤(YR)系から黄(Y)系がピーク
となりJ紫(P)系から赤紫(RP)系はほとんどないことが分
かる(図ー12).日本製鋼所では育(B)系、新日本製鉄・日鉄
セメントlでは黄緑(GY)系から緑(G)系、日本石油では黄緑
(GY)系から青縁切日)系を地域色と判断できる。l日本製鋼
所の青(B)系はクールグレーが多く、空の色に対して沈ん
で見えるので、地域色を再検討すべきである。一 L
新日本製鉄と日本石油は、敷地内建造物につ怜て色彩
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後の企業の工場が立地しているためν明確な地域色が見
い出せなかったが、企業聞の話し合いで地域色を検討す
べきである。，'_11 ' 
，'5 中島中央通の色彩 ， 
(1)調査方法 1¥ ぺ
まちづくり協定が施行されている中島中央通l期工事
区間{西口通交差点から中島港北通交差点までの 370m)
におわ之、協定未適用の既存建築物と協定が適用された
建築物の外壁色を調べた。調査対象は通りの北側 16件、
南側 17件の合計33件(既存建築物23件、協定適用の建築
物 10.件)であ昂~，1←棟で数色使われτいる場合l虫、その面
積に応じて BC/SBC/ACに分類した。
(2)結果と分析
l 協定未適用の既存建築物は、賛赤(YR)系から貧(Y)系の
明度7.".8、赤(R)系の明lt3-4が多〈、赤(R)系から黄
赤(YR)系の高彩度や青緑(B日)系から青紫(PB)系も存在す
る(図 13)。一方、協定適用の建築物は、色相は 10RPか1ら
5 GYの「暖か味のある色」に収まっτいる(図ー14)。明度
と彩度は協定で定められたト-'ジ'(3 lよりも低明度の
ar( グレイツシヂ)，.DI(ダルjのトJ消存在 tし'L~，与が、
実際には明度差がlで、彩度が他と悶b範囲内むあるこ
とから、、問題は無かった。乙のことかも協定の明度と彩
度の誘導範囲を拡げることを提案する(図ー14右ーと).
既存の建築物lは、隣り合ヨ建築物に対じて色相がえ憶
に異なる告の(北側 1.0・13番、南016 '番)、彩度が高いもの
(南側 8 ・ 11~2 ・ 15 ，番)ぷ明度が低いもの(北側 9010 ・ 16 番、
南側 6・11-2・15番)が存在している(図ー15，図 16 )。こ
れらの色差の大きい既存建築物は、l建替の際に周囲に配
慮して色差を抑えた色彩の選択が望まれるρ協定施行後
Lの建築物は、色差が少なくなるように抑えられている。北
側3・7番程度の色差(概ね色相差が1系，明度差が2，彩
E轟E画匡耳己ユ明:aL~_;L~:.__)
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度差が2程度)は、景観を単調にしないために必要と考え
る.部に再検討の余地lまあるが;まちづくり協定は色彩
画からl景観を整えるのに役立つでいる.
6 色彩言明の実現に同吋課題と展望
室蘭の景観を混乱させる色彩を抑えるためには、建築
物の外壁の面積に応じて色相・明度・彩度の色彩基準を設
けた条例や協定の制定が必要である。 l
また、外壁の色彩は素材と深く関係しているbで、維持
管理を怠一石と色彩はそゐ魅力を半減して lしまう。建築物
の維祥管理は色彩にと占ても重大な問題である。時，の経
過[に伴ってl明度や彩度が著しく低下じない素材が東観上
有効であlる。室蘭では「地域色jの確認が難lしかlった占今後
はさらに狭い範囲で地域色を見い出すことと冶応、新し
い地域色を生み出iしていくべきである。そして地区の色
彩が調和するように、地域色を含めた色彩調和で景観に
変化性み出すぷき1である。室蘭ら十し:さを:出l有た桝は、
特に工業地区の色一彩を整;えるこIとが重要す|ぁ;予10liJ 
住宅地区の具体的な色野計画は住宅団地がらl取り組む
ことが有効である.騒色を排除しiたキゼ沖域色を検討し
て、地域色に調和Lた色彩を、住宅団地のl老朽化住棟の建
替時判じ較的析しい建ゃにベイジトすJるζ とが考再られ
る.その際に例えば、色彩によfラデーシl司lみをーかけて積極
的にデザインすることは景観に変化を生み出す。地域色
は積i雪寒冷地に和1て混か味を印:すl意味かlち、f 低彩度の
黄赤(YR)系がら黄(Y)系岸基本に検討1す，.t"'{!きゼある。
商業地区では、騒色存排除iヤた上で地域色を検討lして、
地域信に調和した色彩にデザィシすベきである4その際、
建l築物の外壁の色彩箇体は、各個一庖の個括主正面ず意味か
ら少し幅があっても構わないが、商居街としては看板・街
灯・ストリートファエチヤ一等で色彩に統ι感を与える
ことが有効である。外壁の色彩は低彩度の黄赤(YR)系か
ら黄(Y)系が基本にな石が、来街者を引きつけるためには
景観に変化を与える色彩も低層部に必要である。"
工業地区では、地区毎に!地域色を検討じて、地域色に調
和した色彩を採用すべきである.外壁の色彩は低彩度を
基本とし、色相は地区毎にまとまりや調和があれIjl、}新日
本製鉄や日本石油の事例から考えて、黄赤(YR)系や黄(Y)
系に固執する必要はない。
中島中央通2期工事区闘(ウェルカムストリート)のコ
ンセプトは、緑豊かな商庖街づくりーであることから、街路
樹φ色彩を調査し、背景に建ち並ぶ建築物の色彩を相対
的平彩度が低くなるようにコジトロールして、緑が映え
るように宇べきである。
本研究は建築物の外壁を対象としたが、屋根・物置・車
庫・柵等、色彩を検討すべき要素は他にもある固また、歩道
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の舗装、街灯、案内サイン、ストリートファニチャ一等
ーの色彩を検討することも今後の課題である.
現在、色彩に対する意識は低いので、意識の向上が望ま
れる。住民は色彩が持つ「土地+建物の資産価値維持の可
能性」を、商業関係者は色彩の景観整備による「地区の魅
力アップ+集客効果向上の可能性」を、工業関係者は色彩
の景観整備による「企業のイ見ージアップ+周辺地区へ
の貢献」を意識することが必要である。明確な色彩誘導を
進めるためには、住民や商庖街振興組合、企業や行政担当
者の色彩にl対する知識と理解、意識の向上が重要となる。
今後t、室蘭市lでは中島地区や中央地区などで大型プロ
ジェクトが進行しでいくが、建築物その他の環境色彩を
十分に調査し、デザインしていくことが重要である占中島
中央通のまちづくり協定が室蘭市の良い先駆的な事例に
なることを期待するとともに、このような取り組みによ
り、室蘭市の都市景観の質が向上するこ邑を望みたい。
補注 )〆
( 1)マシセル童色系による色相+明度l・彩度目値。色相11色合れを
車し、赤(R)、黄赤(YR)、黄(y)、貰輯(GY)、韓(G)、青輯(BG)、青
(町、青葉(PB)、紫(Pち揖衆(RP)φ10色相で表示し、それぞ軒
を 2.5、 5、 7.5~10 白数檀で細舟する。明度は明るさを車t:、理
想白黒を 0、理想の自を 10とー し、色が明る〈なるにつれて数値
が大き、〈なる。彩度は鮮や1視さ在査し、芭が鮮やかになるにつ
，れて数憧が大き，(なり、量大白敵姐lま色相によrり異なる。
(2)マンセル値目表示方法で、r色相 明度/彩度」の順となる。
も (3)明度と彩鹿切組み合わせによるシステム:0Vが量も彩度が高
~ ぜ、明度が高〈彩毘が低くなるにつれ!τ'8、F、Vpと変化し、胡度
カ?低}く彩度が低4なるにつれて Dp、Dk、Dgrl:変化する。:、
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